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平成２８年度の事業報告書 

平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日 

特定非営利活動法人安房文化遺産フォーラム 

１ 事業の成果  

地域全体を「まるごと博物館」と見立てて、魅力的な自然遺産や文化遺産を再発見するとともに、市民

が主役となって学習・研究・展示や保全活動を通じて、地域を活性化しようとするエコミュージアムま

ちづくり活動を、引き続き展開している。多様な活動が高く評価され、南房総観光連盟から観光功労表

彰、学校法人早稲田学園わせがく高校からは 10 年にわたる平和学習の貢献に対して感謝状が贈られた。 

文化財保存においては、歴史調査の研究協力をしてきた「小原家住宅」が国登録文化財となった。ガイ

ド活動においては、先人たちの培った平和・交流・共生の精神を学べる〝ピースツーリズム〟と位置付

け、平和人権研修や歴史学習をはじめ観光研修やまちづくり視察など多様なスタディツアーに対応して

いる。テキスト「館山まるごと博物館」を併用した座学と現地見学を組み合わせたプログラムが好評で、

リピーターや口コミの来訪が定着している。月に一度、個人や小グループを対象に赤山地下壕ガイドサ

ービスを実施している。また、多分野にわたる国内外の研究者と共同研究を図ってきた。 

富崎地区のまちづくり活動においては、青木繁《海の幸》誕生の家と記念碑を保存する会（嶋田博信会

長）の事務局を引き続き付託され、運営事務や諸団体とのコーディネートを行っている。修復を終えた

小谷家住宅（館山市指定文化財）は、４月より青木繁「海の幸」記念館（小谷福哲館長）として一般公開

を始めた。「友の会」制度（年会費 2,000円）を導入し、なかでも積極的に活動に参加するスタッフによ

り、受付業務・環境整備・企画行事などの運営を進めている。 

さらに「館山まるごと博物館」活動を発展させるために、富崎地区の安房自然村（豊田晃社長）、シー

クロップ・ダイビングスクール代表の成田均氏（公益財団法人地球友の会理事）、精神科医の渡辺克雄氏

（鎌倉メンタルクリニック院長）らとともに、ソーシャル・ビジネス構想の策定と、フィールド整備事業

に取り組んできた。 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）文化財や戦争遺跡を活用したガイド事業 

  ・H28年度ガイド実績 （上段：団体数、下段：人数、赤山ガイドサービス含む）  ガイドスタッフ延べ 240名   

 4月 5月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

人数 279 389 372 237 103 132 606 678 129 143 227 120 3,415 

団体 7 8 12 11 3 6 17 11 3 6 7 6 97 

（２）書籍等の発行事業 

地域紹介のガイドブックを作成し販売。 

・あわがいどシリーズ ４部作 

『①戦争遺跡』『②房総里見氏』『③海とともに生きるまち』『④安房古道を歩く』 

・『館山まるごと博物館』（冊子／パンフレット日英韓／ＤＶＤ日英韓・ポストカード）   

・『ヘリテージまちづくりのあゆみ』 

・『南房総の戦争遺跡』（ＤＶＤ） 

・『青木繁「海の幸」誕生の家・小谷家住宅の保存活用の報告書』 

・『青木繁が愛した神話のふるさと布良』  

・『安房の高校生によるウガンダ・交流 20年のあゆみ』 

・論文集『足もとから地域をみる～授業づくりから地域づくりへ』  

・里見叢書１『今よみがえる里見忠義の足跡』 

・あわがいどマップ『①海軍のまち館山』『②黒潮とともに生きる漁村』 

・食文化レシピ集『おらがごっつお富崎』 

・『小学生がつくった館山のタカラガイ図鑑』 
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（３）その他の非営利事業 

 

事業名 

 

事業内容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事者の

人数 

受益対象者の範囲

及び人数 

青木繁《海の幸》

誕生の家・小谷家

住宅の保存活用

事業 

青木繁「海の

幸」記念館開

館 

通年 小谷家住宅、布

良崎神社、安房

自然村等 

延べ 

100人 

一般市民等 

3,178人 

ブロンズ「刻画

海の幸」除幕式 

7月 29日 青木繁旧居（福

岡県久留米市） 

3人 久留米市民等不特

定多数 

ウガンダ支援交流

事業 

バザー・募金 6月 26日 

10月 2日 

安房西高校 

館山病院 

30人 一般市民等不特定

多数 

ウガンダ児童不特定

多数 

日韓交流事業 まちづくり視察

交流 

4月 4日 

12月 28～29日 

館山市内 

館山市内 

6人 

4人 

韓国京畿道 11人 

韓国京畿道 15人 

エコミュージア

ムフォーラム 

5月 11日 韓国京畿道 4人 韓国京畿道関係者

40人 

ブロンズ「刻画

海の幸」除幕式 

5月 12日 

3月 3～4日 

韓国ソウル 

韓国光州・霊岩 

5人 

3人 

韓国市民不特定多

数 

戦争遺跡共同

調査研究 

3月 1～2日 韓国済州島 8人 日韓市民不特定多

数 

知恵袋講座 学習会 9月 20日 

11月 6日 

さらしな館 1人 

2人 

ＮＰＯ会員 27人 

ＮＰＯ会員 12人 

第 22 回安房地域

母親大会 

シンポジウム 

映画会 

7月 3日 

12月 3日 

館山市コミュニテ

ィセンター 

30人 一般市民 50人 

一般市民 80人 

 


